


Ⅴ組織

２ 予算

一般経費年次別推移

政策経費年次別推移

（ 単位： 千円）

年度

費目

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

図 書 館 費 639,408 665,759 705,127 686,170 709,366 756,900

１ 資 料 費 44,819 69,450 69,012 68,059 52,195 85,257

⑴図書費 ※　　 24,686 49,126 49,914 47,914 ※　　 33,059 55,242

（ 中央図書館）（ 8,127 ）（ 6,922 ）（ 14,650 ）（ 13,319 ）（ 209 ）（ 24,278 ）

（ 地区図書館）（ 5,371 ）（ 20,756 ）（ 16,422 ）（ 16,564 ）（ 15,776 ）（ 15,000 ）

（ 区民センター等図書室）（ 5,857 ）（ 4,986 ）（ 4,766 ）（ 4,313 ）（ 4,097 ）（ 3,900 ）

（ 地区センター図書室等）（ 4,680 ）（ 15,907 ）（ 13,663 ）（ 13,359 ）（ 12,690 ）（ 11,700 ）

（ 図書コーナー）（ 651 ）（ 555 ）（ 413 ）（ 359 ）（ 287 ）（ 364 ）

⑵図書以外の資料費 20,133 20,324 19,098 20,145 19,136 30,015

２ 管 理 運 営 費 等 594,589 596,309 636,115 618,111 657,171 671,643

※　 23年度の図書費は、図書館図書整備事業費で予算措置がなされため減少となっている。
※　 27年度の図書費は、中央図書館センター機能整備事業費で対応している。

（ 単位： 千円）

年度

費目

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

政策経費

275,744 63,674 196,815 502,391 367,893 1,034,200

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 中央図書館センター機

能整備事業費

・ 中央図書館センター機

能整備事業費

・ 中央図書館センター機

能整備事業費

・ 中央図書館センター機

能整備事業費

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 読書チャレンジ・ 子ど

もの読書活動推進事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 読書チャレンジ・ さっ

ぽろ家庭読書フェ スティ

バル事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 読書チャレンジ・ 図書

資源ネッ トワーク事業費

・ 図書館照明ＬＥＤ化事

業費

・ 図書館バリ アフ リ ー化

事業費

・ 図書館バリ アフリ ー化

事業費

・ 図書館バリ アフ リ ー化

事業費

・ 図書館バリ アフ リ ー化

事業費

・ 図書館バリ アフリ ー化

事業費

・ 図書館ホームページ改

修事業費

・ 第２次図書館ビジョ ン

策定費

・ 図書館電算システム再

構築事業費

・ 図書館電算システム再

構築事業費

第３次図書館ビジョ ン策

定費

第３次札幌市子どもの読

書活動推進計画事業費

・ 仮称） 絵本図書館整備

費

・ 図書館図書整備事業費 ・ 心の健康啓発事業費 ・ 中央図書館フロア改修

・ 図書館の「 知の拠点」

推進事業

・ 図書館の「 知の拠点」

推進事業

・ 仮称） 絵本図書館運営

管理費（ 一部）

・ 中央図書館資料整備事

業費

・ 仮称） 絵本図書館整備

費

・ 仮称） 絵本図書館整備

費

・ 仮称） 絵本図書館整備

費

・ 仮称） 絵本図書館整備

費

・ 図書・ 情報館整備事業

費

・ 中央図書館貴重書等マ

イクロ化電子データ化事

業費

・ 都心にふさわしい図書

館整備費

・ 都心にふさわしい図書

館整備費

・ 中央図書館自殺対策緊

急強化事業費

・ 電子図書館実証実験事

業費

・ 中央図書館郷土雑誌・

同人誌等目録整備事業費

・ 地区図書館改修費

※平成28年度から予算の分類が、経常費と臨時的経費から一般経費と政策経費に変更している。
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Ⅴ組織

３ 札幌市図書館協議会（ 概要）

札幌市図書館協議会は、図書館法及び札幌市図書館条例に基づき設置。図書館の運営や奉仕について答申、

意見を述べる。委員は15名以内、任期は２年。

第１期～第６期概要

第６期委員名簿

委嘱期間 委員 概要

第1期
平成17年３月～

平成19年３月

委員12名

（ う ち公募委員４名）

「 札幌市図書館の開館時間及び開館日の拡大に向けての考え方」 について答申。

（ 答申概要）

●開館時間及び開館日の拡大と併せて実施した貸出冊数の増冊は大きなサービス

向上である。今後、新しい利用者サービスの検討を進めること で、より利用した

く なるよう な利用者の満足度を高めるサービスの向上に期待したい。

第2期
平成19年９月～

平成21年９月

委員11名

（ う ち公募委員３名）

「 図書館サービスのあり方」 について答申。

（ 答申概要）

●札幌市図書館ビジョ ンの施策と して、電算システムと物流システムの構築、ま

た、開館日・ 開館時間・ 貸出上限冊数の拡大等を行っ たこと により 、どの図書施

設でも全市の図書の貸出・ 返却が可能となり 、また、貸出冊数が増大し、利用者

の満足度も高いなど、図書館サービスの利便性が向上したと評価。

●今後の課題と して、サービスの質的向上、情報化社会の進展に対応したサービ

スの充実、児童生徒、高齢者や障がいのある方へのサービスの充実などをあげた。

第3期
平成22年１月～

平成24年１月

委員12名

（ う ち公募委員３名）

平成14年策定した「 札幌市図書館ビジョ ン」（ 10年間の図書館運営の基本方針）

が終了すること から、次期の図書館ビジョ ンの策定作業に対して、協議会を８回

開催して意見を述べた。平成24年１月に「 第２次札幌市図書館ビジョ ン」 策定。

第4期
平成24年１月～

平成26年１月

委員12名

（ う ち公募委員３名）

「 第２次札幌市図書館ビジョ ン」に掲げる「 都心にふさわしい図書館」及び「（ 仮称）

絵本図書館」 の整備などについて意見を述べた。

第5期
平成26年１月～

平成28年１月

委員12名

（ う ち公募委員３名）

「 第２次札幌市図書館ビジョ ン」 に掲げる、「 札幌市図書・ 情報館」 及び「（ 仮称）

絵本図書館」 の整備などについて、引き続き意見を述べた。

第6期
平成28年1月～

平成30年1月

委員12名

（ う ち公募委員2名）

「 生涯学習社会の中で札幌市図書館が果たすべき役割について」 諮問し、それに対

し答申を行う予定とする。

（ 任期： 平成28年1月26日～平成30年1月25日）

氏 名 所 属

秋山 雅彦
サイエンス・ コンソーシアム札幌 幹事

上田 照子
公募委員

荻原 啓
札幌市学校図書館協議会 会長 札幌市立厚別南中学校 校長

神原 慶子
読み聞かせの会「 ねこやなぎ」 代表 ㈶出版文化産業振興財団JPIC読書アドバイザー

河村 芳行
北海道武蔵女子短期大学 教授

北村 善雄
公募委員

木村 佳子
札幌市社会教育委員 札幌市立あやめ野中学校 校長

駒木 宏光
札幌市学校図書館地域開放協議会 会長 開成小学校ＰＴ Ａ会長

下田 尊久
藤女子大学 准教授

高倉 嗣昌
公益財団法人ふきのと う 文庫 代表理事

豊田 恭子
㈱バーソン・ マーステラ ビジネス支援図書館推進協議会 理事

吉岡 亜希子
父親ネッ トワーク北海道 事務局長 さっぽろ子育てネッ トワーク 事務局次長

（ 五十音順 敬称略）
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取組項 時期 概 要

開館 の拡 H18.4 中央図書館及び地区図書館、区 センター図書室の 曜・ 祝 開館の開始

開館時間の拡 H18.4 中央図書館（ 19： 00 20： 00） /地区図書館（ 17： 15 19： 00）

貸出上限冊数の拡  H18.4 4冊10冊

通カウンターの開設 H18.8 都 部における図書の貸出・ 返却を可能とするカウンターを設置

インターネッ ト予約の開始 H20.8 ホームページで図書を検索・ 予約し、最寄りの図書施設への取り寄せが可能

第１章図書館ビジョ ン策定の 旨

札幌市では、平成14年に、その先概ね 10年間の図書館運営の基本 針となる札幌市図書館ビジョ ン（ １次ビジョ ン） を策定

しました。１次ビジョ ンでは、「 利 しやすい 近な情報拠点としての図書館」 「 情報・     を 分に活 した図書館」 な

どを基本 針とし、サービスの  な拡充を図った結果、図書館の利便性が向上し、貸出冊数や予約冊数が 幅に びました。

〔 サービスの 的拡充の具体例〕

１次ビジョ ンでは、図書館の貸出機能を向上させてきましたが、依然として今 も、  を々取り  く 社会環境は変化を続け、

また、インターネッ トの普及も相まって多種多様な情報が増えています。そう した中でも利 者が必要な情報を得ることができ

るよう 、さらに図書館の機能の充実が必要です。２次ビジョ ン（ 案） は、１次ビジョ ンの検証結果や市 アンケートの調査結果

のほか、国の動向も まえながら、図書館協議会（ 公募市 や有識者から構成） での検討を経てまとめました。計画期間は策定

後10年間です。

第２章札幌市の図書館の現状及び課題

札幌市では、中央図書館をはじめ、地区図書館、区 センター、地区センター図書室など合わせて 40を超える図書施設を整

備し、他の政令指定都市よりもきめの細かいサービス を形成しています。また、各施設をネッ トワーク化することで、他の図

書施設にある資料でも、最寄りの図書施設で貸出・ 返却できるよう にしています。さらに上表やグラフにもあるとおり 、１次ビ

ジョ ンにおいて、開館 や貸出上限冊数等、サービスの    を い、利便性の向上を図った結果、貸出冊数等が増 しまし

た。

（単位： 万冊）

貸出冊数

予約冊数

〔 サービスの拡充と それに伴う 貸出冊数及び予約冊数の推移〕

●開館 ・ 開館時間の拡 ●貸出上限冊数の拡 ●中央図書館 通カウンター開設 ● インターネッ ト予約開始

457.4 492.9 528.3 533.2 532.4

693.6 695.4
741.2 758.6

41.4 44.8 57.9 65.2 97.3 122.8

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

１ 札幌市の図書館の現状

○２次ビジョ ンの策定にあたっ て

○１次ビジョ ンの概要

Ⅴ組織
４ 運営方針等

第２次札幌市図書館ビジョ ン（ 概要）
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第３章基本理念と基本 針

○どの図書施設でも全市の図書資料の予約・ 貸出・ 返却が可能と なり 、速かつ均質なサービスが提供されている。１次ビジ

ョ ンで貸出サービスを拡充したこと により 、利便性が いに向上し、利 者アンケートでも満 度が向上している。

○今後の課題と しては、サービスの質的向上、情報化社会の進展に対応したサービスの充実、図書館の魅 を めて積極的な

情報発を図ること 、などがあげられる。

○従来の貸出・ 閲覧という 基本サービスを持しつつ、地域や住 にと っ て役に つ図書館となるよう 、求められるサービス

の視点として、レファ レンスサービスの充実、紙体と電 体の組み合わせによる資料や情報の提供、積極的な広報など

を している。

※１次ビジョ ンの評価・ 検証結果

※ 部科学省の提 「 これからの図書館像」

札幌市図書館協議会による現 の図書館サービスの評価・ 検証結果、また、 部科学省の提 「 これからの図書館像」 などを

まえ、次のとおり課題を整理しました。

○提供する情報の充実、情報化への対応

多様な資料を収集すると と もに、レファ レンスサービスを充実させること 。また、情報化の進展にも対応できるよう 、紙体と

併せて、電 体による情報提供も進めること 。

○利 者の拡

多く の市 から有利されるよう 、市 の学習意を め、新たな活動のきっかけづく り と して普及事業を充実させるなど、

図書館の魅 や機能を めると と もに、積極的に広報すること 。

○ 齢者や障がいのある へのサービスの充実

近な学びの施設として、もが気に、適に利 できるよう 、施設のユニバーサル化やサービスの充実を図ること 。

○児童・ 少年へのサービスの充実

どもが 涯にわたり読書をする習が に付く よう 、「 第２次札幌市 どもの読書活動推進計画」 をまえ、読書環境の充実を

図ること 。

○図書館の果的・ 率的な運営

他の図書館や関係機関、ボランティ アとの連携をさらに進めること 。また、時代の変化に対応しながら、サービスを持・ 発展で

きるよう 、業務の率化や 材育成にさらに努めること 。

札幌市の図書館は、これまでサービスの拡充に努め、利 者も増加してきました。しかし、図書館は「 本を楽しむ場」 という イ

メージが強く 、調べものができる、また、講演会などを通して時事情報を得ることができるなどの機能があることを知らない が

多く います。

、社会の仕組みが刻々 と変化する中、必要な知識の範囲が広がり、社会の変化に対応し ながら 、 豊かな 活や活動をするこ

と ができ るよ う 、 新たな知識を学習し 続ける こ と が必要です。

そこ で今後の図書館は、 「 市 の 活や創造的な活動を える 『 知の拠点』 と なる 図書館」 を 指し て、 市 の読書活動の 援

だけではなく 、 「 涯にわたる学習を える場」 「 活や活動に役 ち、 新たな活動を  する場」 と 位置づけ、 サービ スの質の

向上に取り 組んでいき ます。

また、 基本理念を 実現さ せるため、 次のと おり 施策展開の と なる 基本 針を 定めます。

〔 基本 針１ 〕 市 の 活や活動に役 つ図書館

〔 基本 針２ 〕 本  化を 結ぶ図書館

〔〔 基基本本 針針３３ 〕〕 広広くく 情情報報をを 発発  しし 、、 市市 とと とと もも にに成成 すするる 図図書書館館

２ 札幌市の図書館の課題
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〔 基本 針１ 〕 市 の 活や活動に役 つ図書館

〔 施策の 向性１ 〕 幅広い分野の資料の収集

取組項 1〔 蔵書構成の再構築〕

幅広い資料や情報の提供ができ るよう 、 分野ごと の資料の利 状況や出版状況、 利 者ニーズや社会の動き をⅸ し ながら 、

資料の複本 保存 更新のあり 、 また、 中央図書館、 地区図書館、 区  地区センタ ー図書室等、 図書施設全体の蔵書構成の

再構築を検討し ていき ます。

取組項 2〔 郷  政資料の積極的な収集〕

特に札幌市に関する資料については積極的に収集し 、中でも 各館の地域性が    さ れるよう 、地域の歴史や 化に関する

資料などを積極的に収集し ていき ます。

取組項 3〔 視聴覚資料の継続的な収集〕

札幌市では、 Ｃ Ｄ やビデオ、    などを収集し てき まし たが、 今後も 、 新し い       への対応に取り 組みます。

また、 視聴覚資料は、 障がいのある にと っ ても 有 な情報源であるため、 視聴覚障がい者情報センタ ー等と の連携を    

し ていき ます。

第４ 章 施策の 向性と 取組項

〔 施策の 向性２ 〕 分かり やすく 、 使いやすい情報提供

取組項 4〔 レ フ ァ レ ン ス資料の充実 機能向上と サービ スの周知〕

パスフ ァ イ ンダーの分野の拡 と と も に、 ホームページ上で公開し ていき ます。 また、 情報の検索性に優れたデータ ベースの

充実の検討など、    で正確な情報提供に   めていき ます。

取組項 5〔 来館型レ フ ァ レ ン スサービ スの充実〕

市 から 多く 寄せら れる質問と その回答を事例集と し て紹介し 、 ホームページ上で公開するほか、 国 国会図書館の「 レ フ ァ

レンス協同データ ベース事業」 へ提供し 、 全国に情報を   し ていき ます。 また、 電 メ ールでのレフ ァ レンスサービスを開始

するなど、 サービスの充実と 利 促進を図り ます。

取組項 6〔 他の図書館と の情報共有の推進〕

国 国会図書館や北海道 図書館が運営する公共図書館の 録データ ベースの充実に向け、 録の整備と 共有化に積極的に

取り 組みます。 また、 国 国会図書館が運営するその他の事業についても 、 図書館間の情報共有の仕組みが充実するよう 積極

的にデータ を 提供し ていき ます。

図書館には、 常 活や仕事、地域活動などの様々な場 で直 する課題に対し て、その解決を 援する機能があり ますが、

今 、 社会が急速に変化し 、 また、 イ ンタ ーネッ ト 等の進展により    が増 する中、 それら にも 対応でき るよう 、 図書館

の機能のさ ら なる充実が求めら れています。

そこ で図書館の機能を 充実さ せるために、 般に流通する 図書だけではなく 、 札幌市における地域の資料や 政資料も 含め

て、    から 電   に るまで、 資料や情報を 幅広く 収集し ていく と と も に、 利 者が的確に情報を得るこ と ができ るよ

う 、 分かり やすく 、 使いやすい資料 情報の提供を 図り 、 市 に「 役 つ」 図書館の実現を 指し ます。

１ レ フ ァ レ ン スサービ スの充実と 利 促進

２ 図書館間協 の  の推進
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〔 施策の 向性３ 〕 電 サービ スの充実

取組項 7〔 図書 録の 度化等の推進〕

利 者が求めている情報を  く 的確に探し 出せるよう 、 録の 度化と 蔵書検索システムの更新により 、 資料データ の充実

や検索スピード の向上を図り 、 より   いやすい検索環境を整えます。

取組項 8〔 紙 体と 電  体によ る 情報提供〕

必要な資料や情報を    に提供でき るよう 、 電   による提供と し て、 検索性に優れたデータ ベースによる情報収集

段の拡 、 また、 無線Ｌ Ａ Ｎ 環境の整備を検討し ます。

さ ら に、 既存のイ ンタ ーネッ ト 専 端末には、 調べ物に役 つリ ンク 集等を  するなど、 レ フ ァ レ ンスツールと し ての機

能向上を図り ます。

取組項 9〔 所蔵資料の電 書籍化の推進〕

札幌に関する地域情報及び札幌市が発 する 政資料等について、 市 はも と より 全国の たちも 広く 利 でき る 段と し

て、 また、  く 保存する 段と し て、 電 書籍化を進めていき ます。

取組項 10〔 電 書籍貸出サービ スの推進〕

電 書籍の貸出を想定し て、 電 書籍を提供するメ リ ッ ト の検証、 運 及び技術 の課題検証を う など調査研究を い、

多様な資料提供のあり を検討し た上で、 サービスの実施を図り ます。

取組項 11〔 情報リ テラ シー 援〕

社会や市 の関 を反映さ せた調査研究 のリ ンク 集の作成やパスフ ァ イ ンダーの充実、 図書館での「 調べ学習」 の  の充

実を図っ ていく ほか、 資料 情報調査に関する講座を開催し ていき ます。

〔 基本 針２ 〕 本  化を 結ぶ図書館

〔 施策の 向性 1〕 新たな 化と の出会いの場の提供

取組項 12〔 講演会や展 などの充実〕

化 や専 家などによる講演会や、 社会の動き や市 の関 の いテーマに関する展 など、 普及事業に積極的に取り 組む

と と も に、 内容や時期をより   し て、 普及事業の充実を図り ます。

取組項 13〔 テーマ別の図書展 の充実〕

社会の動き なども   し ながら 、 幅広い分野にわたり テーマを設定するなど、  し て図書の展 やリ スト の配布を実施し て

いき ます。

市 ひと り が 涯にわたっ て、 を め、 豊かな を送るこ と ができ るよう サポート する、 近な学びの施設が図

書館です。

は、 新たに本や 化に出会う こ と で、 学習する  を め、 また、 新たな活動を始めるこ と が期待さ れています。 特に、

ども たちには、 そう し た出会いが幼少の から ふんだんに 意さ れているこ と が望まれます。

そう し たこ と から 、 図書館は、 本と と 化を結ぶ場を積極的に提供し ていく 「 結ぶ」 図書館の実現を 指し ます。

３ 図書 録の整備及び検索環境の充実

１ 紙 体と 電  体の組み合わせによ る情報提供

３ 情報リ テラ シー 援の推進

２ 電 書籍への対応
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取組項 14〔 図書館 学や職場体験の充実〕

様々な利   に応じ た館内ツアーの実施など、 学等の充実を図っ ていき ます。

〔 施策の 向性２ 〕  も が利 し やすい施設の整備と サービ スの充実

取組項 15〔 案内表 等の充実〕

 も が利 するこ と ができ るよう ユニバーサルデザイ ンの視点を持っ て、 様々な設備の充実に努めると と も に、  やイ ラ ス

ト などを  し て、 分かり やすく 、 やすい案内表 に改善し ていき ます。

取組項 16〔 電算システムの更新〕

蔵書検索システムの  順や項 、 表現や速度などを改善するこ と により 、 齢者や障がいのある を含め、  も が 的の

情報をより   に つけるこ と ができ るよう 、 また、 今後の電 書籍貸出サービスへの対応も 通し て、 電算システムの更新を

図り ます。

取組項 17〔 齢者 障がいのある 向けの資料の充実と 利 環境の整備〕

齢者や障がいのある へのサービスと し て、 活字本や拡 写本、 型絵本などの収集、 拡 読書器の設置、 郵送 宅配

貸出などを っ てき まし たが、 こ れら のサービスの充実を 図るほか、 齢者や障がいのある にと っ ても 使いやすい検索環境と

するため、 蔵書検索システムの更新を います。

取組項 18〔 視聴覚障がい者情報セン タ ーと の情報の共有と 発 〕

視聴覚障がい者情報センタ ーの録 図書や点字図書を中央図書館でも 貸出を う ほか、同センタ ーで活動するボラ ンティ アを

援するなどの連携を図っ てき まし たが、 相互の図書、 資料やサービス内容について、機能分担を図り ながら、情報を共有し 、

利 者への情報提供を充実さ せていき ます。

〔 施策の 向性３ 〕 ど も の読書環境の充実

取組項 19〔 普及事業の充実〕

各図書館では、 お話し 会や 作会、 映画会などを っ てき まし た。 平成 22 年度から はこ れら に加えて、 「 第２ 次札幌市 ど

も の読書活動推進計画」 に基づき 、 「 図書館デビュ ー」 (幼児対象)、 「 さ っ ぽろ っ こ 絵本づく り 」 ( 学 対象)、 「 さ っ ぽろ っ

こ 出版体験」 (中 対象)などを っ ています。 今後も 、 ども の    に応じ たイ ベント を、 内容を  し ながら 充実さ せ

ていき ます。

取組項 20〔 図書の展 やブッ ク リ スト の充実〕

読書を するき っ かけづく り と し て、 また、 読書への関 が まるよう に、時の話題や季節の 事などをまえて、テーマ別に

図書を展 したり 、また、本を選ぶ際の参考となるブッ クリ ストを配布してきました。今後もこう した取組について、内容を

しながら充実させていきます。

１ ユニバーサル化の推進

２ 齢者や障がいのある へのサービスの充実

１ 読書のきっ かけづく り の充実

２ 読書環境の充実

取組項 21〔 発達段に応じた図書、資料の充実〕

幼児、 学 、中学 、 校 と発達段に応じ て、また、 学校教育の学習内容にも   し ながら 、 図書、 資料の収集の充

実を 図り ます。 併せて、 ども の読書を 援するための研究資料や児童 学の調査研究に役 つ資料について収集し 、 ども の

読書環境を充実さ せていき ます。
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取組項 23〔 外国語の ど も 向け資料の充実〕

外国語の絵本や児童図書の収集については、 外国 のみなら ず 本 にと っ ても 外国の様々な 化や考え の理解の促進に

つながるこ と から 、 こ れまでも 収集を っ てき まし たが、 今後も 、 利 状況などを  し ながら 収集を っ ていき ます。

〔 基本 針３ 〕 広く 情報を   し 、 市 と と も に成 する図書館

取組項 24〔 ホームページ や広報印刷物の充実〕

ホームページを はじ め、 「 図書館利 案内」 や「 図書館だよ り 」 などの広報印刷物の内容の充実を 図り ます。 また、 パスフ

ァ イ ン ダーやブッ ク リ スト などを ホームページ上で多数掲載する など  を し ていき ます。 さ ら に、 外国 向けの利 案内につ

いても 内容の  を 検討し ます。

取組項 25〔 普及事業の充実〕

化 や専 家などによる講演会や、 社会の動き や市 の関 の いテーマに関する展 など、 普及事業に積極的に取り 組む

と と も に、 その内容や時期などをより   し て充実を図り ます。

〔 施策の 向性２ 〕 市 と の協 

取組項 26〔 満 度や評価についての調査の継続〕

図書館のあり やサービスの改善に向けて、 市 の満 度調査のほか、 有識者や関係団体を 交えた図書館協議会や懇談会を

継続的に実施し ていき ます。 また、 図書館の利 者から 寄せら れる意 や要望の  を う こ と によ り 、 サービ スの向上を図

ると と も に、 寄せら れた意 や要望を取り まと めのう え、 公表し ていき ます。

取組項 27〔 関係機関やボラ ン ティ ア団体と の連携拡 〕

新たな 化と の出会いの場の充実に向け、 幅広い分野のテーマについて う こ と ができ るよう 、 連携する 関係機関やボラ ン

ティ ア団体の拡 を 図っ ていき ます。

〔 施策の 向性 1〕 積極的な情報発 

市 の学習や活動がより  んになるよう 、 また、 図書館の提供するサービスの質がより く なるよう 、 市 と と も に「 成

する」 図書館の実現を 指し ます。

そのために、 「 市 の 活や活動に役 つ図書館」 「 本  化を結ぶ図書館」 の機能や魅 を広く 積極的に    し

ていく ほか、 市 参加や外部団体と の連携を 広げ、 また、        な運営を図っ ていき ます。

取組項 28〔 ボラ ン ティ アと の協 の場の拡 〕

    や 齢者や障がいのある の図書館利 をサポート するための館内の利 案内、講演会や展 をはじ めと し た普及

事業の企画 運営など、 ボラ ンティ アと の  の場を広げていき ます。

取組項 22〔 障がいのある ども 向け資料の充実〕

障がいのある ども も 楽し むこ と ができ る 型絵本や 活字本、 点字絵本などを収集し てき まし たが、 今後は、 体障がい

にと どまら ず、 発達障がいや学習障がいなど、 多様な障がいのある ども たちの読書を 援するため、 関連する図書の収集を

はじ め、 援の 法について研究を 進めていき ます。

１ 意  評価のⅸ 

２ ボラ ン ティ ア団体等と の連携
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〔 施策の 向性３ 〕 将来に っ て持続可能な図書館運営

取組項 29〔 都 にふさ わし い図書館の検討〕

本と と 化を 結ぶ場と し て、 都 に集う 様々な 々に対し て、 化 芸術や経済など、 幅広い分野について情報 から 積

極的に 援すると と も に、 市 が交流する 場と し ての機能の検討を進めます。 その際は、 都 と いう 場所である こ と から 、 他

の施設と の複合化が前提と 考えら れ、 複合施設の機能や都 の特 を  まえ、 「 知の拠点」 と し て、 その役割の果たし につ

いて検討し ていき ます。

取組項 30〔 計画的な施設 設備の改修〕

  し た施設 設備の    はも と よ り 、 齢者や障がいのある の利便性向上や今後の図書館サービス拡充への対応

を えて、施設・ 設備の改修を計画的に進めていきます。

さらに、将来的な書庫のスペース不 の対応についても 併せて検討を 進めていき ます。

取組項 31〔 間活 導 の検討〕

本ビジョ ンに掲げるサービスの充実を図るう えで、 間活 導 の拡 について、 その  と 課題に    し ながら 、 継

続し て導 の検討を います。

取組項 32〔 図書、 資料の充実に向けた寄付の促進〕

多様化、 度化し ていく 市 から の要求に応えていく ため、 こ れまでも 、 市 から の寄付を 活 し 、 資料の充実を図っ てき

まし たが、 今後も その促進を図っ ていき ます。

取組項 33〔 職員の研修体制の充実〕

図書館職員と し て 度な知識 技術の  を 指し て、 研修体制の構築やマニュ アルの整備を 進めます。 特にレ フ ァ レ ンス

サービスの機能の向上のため、 実務に し た研修カ リ キュ ラ ムを 策定すると と も に、     の活 を含め、 専 的テーマの

特別研修も必要に応じ開催します。

第５章 ビジョ ンの推進にあたって

１ 図書館施設・ 設備の充実

２  率的  果的な運営

本ビジョ ンの進 管理と し て、 第４ 章「 施策の 向性」 で掲げる取組項 の実施状況を 定期的にⅸ  検証し ていく こ と が

必要です。

そのため、 アンケート 調査により 、 市 の要望や満 度を継続的にⅸ し ていき ます。

また、 有識者や市 の視点を取り れるため、 図書館協議会による評価を い、 施策や事業の 直し を います。
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１ 計画策定の背景 趣旨

第２ 次札幌市子ど も の読書活動推進計画（ 以下、 第２ 次計画と いう 。） の計画期間が終了し た こ と から 、 新

た に社会全体で 子ど も の読書活動に関する 施策を 総合的かつ計画的に進める た めに計画を 策定 

２ 計画の位置づけ

子ど も の読書活動の推進に関する 法律に基づく 市町村計画（ 努力義務）  

３ 計画期間

平成 2 7 年度から ５ 年間 

４ 計画の対象範囲

おおむね 1 8 歳以下の子ど も 、 子ど も の読書活動と 関係する 市民や団体 

第１ 章 計画の策定にあた っ て  

第２ 章 子ど も の読書活動の現状と 課題 

社会情勢

情報通信技術の発展 

 携帯電話やス マ ート フ ォ ン を 使っ た イ ン タ ーネ ッ ト 利用

の常態化

 若い世代への電子書籍の普及の兆し  

子ど も の読書状況 

 不読率（ １ カ 月に 1 冊も 本を 読ま な かっ た 人の割合）

の改善 

 図書館利用の減少 

 学校段階が進むにつれ読書活動が減る 傾向 

読書の意義 

 読書の人間的な 心身の成長に果た す役割について の

指摘 

 読書活動を 通じ て 自ら 学び、 自ら 考え 、 自ら 行動す

る 姿勢を 育む必要性 

国及び北海道の動向

 国の第３ 次計画策定（ H 2 5 .5 ）  

 学校図書館法の改正（ H 2 6 .6 ） 学校司書を 法的に位置づけ 

 北海道の第３ 次計画策定（ H 2 5 .3 ）  

第２ 次計画の成果

 さ っ ぽろ 親子絵本ふれあい事業(ﾌﾞ ｯｸｽﾀ ﾄー)の実施 

 学校図書館の地域開放の実施 

家

庭

地

域

 子ど も 読書チ ャ レ ン ジ プ ロ ジ ェ ク ト の実施 

 子ど も 読書週間特別行事な ど の子ど も 向け行事

の実施 

図

書

館

 幼児用絵本の共同利用 

 学校における 一斉読書の実施 

 図書資源のネ ッ ト ワーク 化 

学

校

等

課  題

家庭 地域 

 家庭読書の普及 啓発 習慣化 

 ボラ ン テ ィ ア の育成 

図書館 

 乳幼児への読書活動支援 

 中学 高校生への読書活動支援 

 ボラ ン テ ィ ア 団体と の連携 

 学校と の連携 

 障がいのある 子ど も への読書活動支援

学校等 

 図書館と の連携 

 学校図書館の利用促進 

第２ 次計画の指標の結果について

区 分 2 1 年度 2 6 年度 2 6 年度目標 

1  学校における 一斉読書の取組 小 9 8 .6 ％ 中 7 9 .6 ％ 小 1 0 0 ％ 中 9 9 .0 ％ 1 0 0 ％ 

2  幼児 児童１ 人あた り の年間児童書貸出冊数 1 0 .7 冊 1 0 .4 冊 1 3 .0 冊 

3  図書館と 連携し た 活動を 行っ て いる 学校の割合 小 1 2 .6 ％ 中 3 4 .7 ％ 小 2 7 .7 ％ 中 3 5 .1 ％ 1 0 0 ％ 

「 1 」 について はほぼ目標達成。「 ２ 」 は減少傾向が見ら れる が、 不読率な ど の子ど も の読書量に改善傾向がある こ と を 鑑

みる と 、 貸出冊数によ る 読書量の把握は難し い状況と 考え ら れる 。「 ３ 」 について は、 特に小学校で 増加する 傾向が見ら れ

る が、 一方で 、 子ど も の図書館利用が少な い現状を 考え る と 実際の図書館利用状況に着目する 必要がある と 思われる 。  

Ⅴ 組織
４ 運営方針等

第３次札幌市子どもの読書活動推進計画「 さっぽろっこ読書プラン」（ 概要）
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読書の楽し さ 、 大切さ を 広く 社会で 認識し 、 子ど も の興味や関心を 尊重し な がら 、 子ど も が自主的に 楽し

く 読書を する 習慣を 身に 付ける と と も に 、 読書活動を 通じ て 、 自ら 学び、 自ら 考え 、 自ら 行動し 、 人生を よ

り 深く 生き る 力を 育む環境づく り を 進めて いき ま す。  

１  基本目標

２  基本方針

 (1 )  子ど も の発達段階に応じ た 読書に親し む機会の充実 

   本と の楽し い 出会い を 通じ て 、 子ど も が自主的に読書を する 習慣を 身に 付ける と と も に 、 読書活動を

通じ て 情報を 収集 活用し て 物事を 探究する 姿勢を 養う な ど 、 自ら 学び、 自ら 考え 、 自ら 行動する 力を

育むた めの取組を 行いま す。  

 (2 ) 子ど も の読書活動に関する 普及 啓発 

   読書活動に関する 普及 啓発に努め、 読書活動を 推進する 市民意識の醸成を 図り ま す。  

 (3 ) 子ど も の読書環境の充実 

子ど も の興味や関心を 引き 付け、 子ど も の成長を 促す読書環境を つく り 、 幅広い読書活動や学習活動

を 支え ま す。  

３  計画の指標

４  計画の体系

第３ 章 計画の基本的な 考え 方 

１  読書の楽し さ にふれる

２  読書の大切さ を 知る

３  子ど も の読書を みんな で 支え る

基本目標 指 標 項 目 2 6 年度 3 1 年度目標値 

１  

学校の授業時間以外に、 普段（ 月～金曜日）、 １ 日当た り 1 0 分以上読書

する 子ど も の割合 

小６  6 6 .0 ％ 

中３  5 7 .3 ％ 

小６  7 0 .0 ％ 

中３  7 0 .0 ％ 

２  読書が好き な 子ど も の割合 

小６  7 5 .9 ％ 

中３  7 4 .9 ％ 

小６  7 8 .0 ％ 

中３  7 8 .0 ％ 

３  

昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を 読んだ り 、借り た り する た めに、

学校図書館 学校図書室や地域の図書館に月１ 回以上行く 子ど も の割合 

小６  3 9 .4 ％ 

中３  1 5 .1 ％ 

小６  5 5 .0 ％ 

中３  2 6 .0 ％ 

基本目標１  読書の楽し さ にふれる

基本方針１  子ど も の発達段階に応じ た 読書に親し む機会の充実

基本方針２  子ど も の読書活動に関する 普及 啓発

基本方針３  子ど も の読書環境の充実

１  乳幼児期における 読書活動の推進

２  小学生期における 読書活動の推進 

３  中学 高校生期における 読書活動の推進 

普及 啓発の推進

１  家庭 地域の読書環境の整備

２  図書館の読書環境の整備

３  学校等の読書環境の整備

４  関係機関 団体の連携 協力の推進

基本目標２  読書の大切さ を 知る

基本目標３  子ど も の読書を みんな で 支え る

55



《 取組項目》

《 取組項目》

第４ 章 子ど も の読書活動推進のための方策 

第１ 節 基本方針１  子ど も の発達段階に応じ た 読書に親し む機会の充実

子ど も が乳幼児期から 本に触れ、 本に親し む機会が増え る よ う 、 地域や図書館な ど 、 市内のさ ま ざ ま

な 施設で 子ど も と 保護者が気軽に読書を 楽し める 取組を 進めま す。  

１ 【 絵本と ふれあう 機会の充実】 家庭 地域

保健セ ン タ ーの 1 0 か月児健診の際に、 絵本に親し む機会を 提供し 、 親子が心ふれあう き っ かけを つく

る た め、 絵本を 配布し （ さ っ ぽろ 親子絵本ふれあい事業）、 絵本の読み聞かせを 行いま す。 ま た 、 絵本の

読み聞かせの際に、 絵本に関する パン フ レ ッ ト を 配布し 、 パン フ レ ッ ト で 紹介し て いる 絵本を 子育て 総合

支援セ ン タ ー、 区保育 子育て 支援セ ン タ ー（ ち あふる ）、 区子育て 情報室な ど に配架し て おく こ と で 、

子育て 家庭が継続し て 絵本と ふれあう 機会を 提供し て いき ま す。  

２ 【 子育て サロ ン や保育所開放にお ける 読書活動】 家庭 地域

子育て サロ ン や保育所開放 で 、 親子を 対象と し た 読み聞かせや保護者への絵本に関する 講座な ど を 実

施し ま す。 子育て 情報コ ーナーや開放し て いる 保育所な ど の絵本の整備を 進めま す。  

３ 【 乳幼児 保護者向け読書活動】 図書館

乳幼児期の子ど も や保護者のた めの行事の実施やサービ ス プ ロ グラ ムの開発を 行い、 子ど も や保護者が

共に本に触れ、 本に親し む機会を つく り ま す。  

【 ①乳幼児 保護者向け行事の実施】 絵本の読み聞かせやおはな し 会な ど さ ま ざ ま な 行事を 実施し た り 、

絵本のブ ッ ク リ ス ト や読書ノ ート を 配布し た り し ま す。  

【 ②年齢に応じ た サービ ス プ ロ グラ ムの開発】（ 仮称） 絵本図書館で は、 保護者向けに絵本の読み聞かせ

や絵本選びの講座な ど を 実施する と と も に、 ０ ～１ 歳向け、 ２ ～３ 歳向けな ど の年齢に応じ た サービ ス

プ ロ グラ ムを 開発し て 行事を 行いま す。 こ のほか、 妊娠期から 保護者に対し 絵本の紹介講座な ど を 実施

し 、 絵本の魅力やそ の役割を 伝え 、 絵本を 通じ た 子ど も と のふれあいを 深める き っ かけづく り を 行いま

す。  

４ 【 幼稚園 保育所な ど の団体利用】 図書館

（ 仮称） 絵本図書館において 、新た に絵本の読み聞かせやおはな し 会な ど の団体用プ ロ グラ ムを 用意し 、

幼稚園や保育所な ど を 団体で 受け入れま す。 ま た 、 来館で き な い幼稚園や保育所な ど へ出向き 、 団体用プ

ロ グラ ムを 実施し ま す。  

５ 【 絵本の読み聞かせの実施】 幼稚園 保育所

幼児が絵本や物語な ど に親し み、興味を も っ て 聞き 、想像する 楽し さ を 味わう こ と がで き る よ う 、教員

保育士やボラ ン テ ィ ア によ る 読み聞かせを 行いま す。  

６ 【 保護者向け講座 講習会の開催】 幼稚園 保育所

幼児が絵本や物語な ど に親し み、 読み手と 心を 通わせる 楽し さ を 味わう こ と がで き る よ う に、 保護者自

身が読み聞かせを 体験する 講座や絵本に関する 講座な ど を 行いま す。  

７ 【 おすすめ絵本の紹介や貸出の実施】 幼稚園 保育所

絵本に対する 興味や関心を 高め、 よ り 多く の絵本に親し むき っ かけづく り と な る よ う 、 おすすめ絵本を

展示し た り 、 リ ス ト を 配布し た り する な ど の取組を 実施し ま す。 家庭で も 読み聞かせを 通し て 親子のふれ

あいを 深めら れる よ う 、 絵本の貸出を 行いま す。  

１  乳幼児期における 読書活動の推進

２  小学生期における 読書活動の推進

子ど も が魅力的な 本と の出会いや楽し い体験を 通じ て 、 自主的に読書を する 習慣を 身に付けら れる よ

う 、 子ど も の興味や関心を 喚起し 、 子ど も の好奇心を 満た す楽し い読書活動を 進めて いき ま す。  

１ 【 児童会館における 読書活動】 家庭 地域

児童会館の本の貸出やボラ ン テ ィ ア 、 児童会館職員によ る 読み聞かせな ど の行事を 充実さ せま す。  

２ 【 開放図書館における 読書活動】 家庭 地域

地域開放し た 学校図書館を 中心と し て 、 地域のボラ ン テ ィ ア が簡易な レ フ ァ レ ン ス サービ ス  な ど の基

本的業務のほか、 児童 幼児を 中心と し た 読み聞かせな ど のイ ベン ト を 実施し ま す。  
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《 取組項目》

第２ 節 基本方針２  子ど も の読書活動に関する 普及 啓発

３ 【 小学生向け読書活動】 図書館

小学生向けの行事や展示、 本の紹介、 読書ノ ート の配布な ど を 通じ て 、 子ど も に本の楽し さ を 伝え ま す。

ま た 、 新た に児童会館な ど で 出前講座を 行い、 読書や学習、 調べも のに役立つ図書館の使い方の啓発を 行

いま す。  

４ 【 小学校への支援】 図書館

図書館と 小学校が連携し て 、 学校の読書活動や学習活動を 支援する た め、 新た に司書教諭 な ど から の

司書実務に関する 相談に応じ ま す。 ま た 、 学校の求めに応じ て 図書館の使い方や調べも のについて ガ イ ダ

ン ス を 行う ほか、 必要な 本や読書活動に関する 情報の提供を 行いま す。 こ のほか、 図書館の施設見学や職

場体験、 調べ学習な ど の受入を 進めま す。  

５ 【 読書に親し む機会の充実】 学校

各学校における 始業前や教科の時間を 使っ た 一斉読書を 実施し 、 そ の充実を 図り ま す。 休み時間や放課

後の時間を 活用し た 読み聞かせやブ ッ ク ト ーク 、 読書会な ど を 行いま す。 新刊本の紹介や感想文コ ン ク ー

ルな ど への応募な ど 、 子ど も の読書意欲の向上を 図る 機会を 促進し ま す。  

６ 【 子ど も 向け優良図書の情報提供】 学校

子ど も の読書活動を 促進する た め、 優良図書に関する 各家庭への情報提供を 行いま す。  

７ 【 図書館モ デル公開授業】 学校

小 中学校のモ デル校が中央図書館を 訪問し 、 児童生徒が授業の一環と し て 調べ学習な ど の授業を 行い

ま す。  

３  中学 高校生期における 読書活動の推進

中学 高校生の興味や関心のある こ と から 読書のき っ かけづく り に取り 組むと と も に、 情報リ テ ラ シ

ーを 育成し て 課題探究的な 学習に生かし 、 生涯を 通じ て 幅広く 読書を 楽し み、 自ら 学び続けて いく 姿勢

を 身に付けら れる よ う 支援を 行いま す。  

１ 【 中学 高校生向け 読書活動】 図書館

中学 高校生向けのコ ーナーを 設置し 、 中学 高校生の興味や関心のある 分野の行事や展示な ど を 通じ

て 、 読書のき っ かけづく り を 行いな がら 読書活動の幅を 広げて いき ま す。 ま た 、 出前講座な ど を 活用し て 、

情報リ テ ラ シ ーを 育成し 、 本や新聞、 イ ン タ ーネ ッ ト な ど のさ ま ざ ま な 情報を 活用し た 課題探究的な 学習

を 支援し ま す。 こ のほか、 平成 3 0 年度に新設する 札幌市図書 情報館 の仕事やく ら し に役立つ調査相

談 情報支援機能を 生かし 、 課題解決のた めの情報リ テ ラ シ ーの育成を 支援し て いき ま す。  

２ 【 中学校への支援】 図書館

図書館と 中学校が連携し て 、 学校の読書活動や学習活動を 支援する た め、 新た に図書館職員（ 司書） が

学校図書館を 訪問し た り 、司書教諭や学校司書な ど から の司書実務に関する 相談に応じ た り し ま す。ま た 、

学校の求めに応じ て 図書館の使い方や調べも のについて ガ イ ダ ン ス を 行う ほか、必要な 本や読書活動に 関

する 情報の提供を 行いま す。 こ のほか、 図書館の施設見学や職場体験、 調べ学習な ど の受入を 進めま す。 

３ 【 学校司書の配置】 学校

学校図書館の機能を 強化し 、 生徒の読書への興味や関心を 向上さ せ、 読書活動や学習活動を 促進する た

め、 全て の市立中学校に学校司書（ 学校図書館司書） を 配置 し ま す。 ま た 、 司書教諭を はじ めと し た 教

員と 学校司書が連携し て 学校図書館を 活用し た 学習を 行い、 そ の取組内容を 共有し て いき ま す。  

４ 【 中学校 高等学校図書委員会（ 図書局） によ る 特色ある 取組発表】 学校

図書委員会（ 図書局） によ る 読書活動を 充実さ せる た めの特色ある 取組の発表及び表彰を 通し て 、 図書

委員会活動の活性化を 図り 、 生徒の読書活動を 促進し ま す。 ま た 、 発表内容は教育委員会ホ ームページ で

紹介する な ど 、 図書委員会（ 図書局） 活動内容の共有が図ら れる よ う 努めま す。  

６ 【 子ど も 向け優良図書の情報提供】 学校（ 再掲）

５ 【 読書に親し む機会の充実】 学校 （ 再掲）

７ 【 図書館モ デル公開授業】 学校（ 再掲）

さ ま ざ ま な メ ディ ア を 通じ て 、 あら ゆる 機会を 捉え て 、 読書活動の普及 啓発に努め、 社会全体で 読

書活動を 広げて いく 雰囲気づく り を 進め、 自然に身近に本のある 生活意識の醸成を 図り ま す。  

普及 啓発の推進
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《 取組項目》

《 取組項目》

第３ 節 基本方針３  子ど も の読書環境の充実

１ 【 子ど も 読書チ ャ レ ン ジ プ ロ ジ ェ ク ト 】

家庭 地域、 図書館、 学校等が相互に連携協力し て 、 総合的に子ど も の読書活動の普及 啓発を 推進し

ま す。  

家庭 地域に対し て は、 ボラ ン テ ィ ア の育成を 図る と と も に、 家庭読書の楽し みを 伝え る セ ミ ナーな ど

を 実施し ま す。 ま た 、 子ど も に対し て は、 発達段階に応じ た 読書活動推進を 図る た め、 乳幼児向けに図書

館デビ ュ ー、 小学生向けに進路探究オリ エ ン テ ーシ ョ ン 、 中学 高校生向けに図書委員会（ 図書局） の交

流プ ロ グラ ムな ど 、 本や図書館を 活用し た 行事を 行い、 体験を 通じ て 子ど も の読書活動や学習活動の充実

を 図っ て いき ま す。  

２ 【 家庭読書の普及 啓発】 家庭 地域

札幌市家庭読書の日（ 1 0 月９ 日） から 読書週間ま で の期間を 「 さ っ ぽろ 家庭読書フ ェ ス テ ィ バル」 と

し 、 市内各所で 読書に関する イ ベン ト を 集中的に行い、 家庭で の読書の普及 啓発を 行いま す。 ま た 、 新

た に保護者と 子ど も が一緒に楽し める 工作会な ど の行事を 実施し た り 、 保護者に読書に関する 情報を 提供

し た り する な ど 、 乳幼児期から 家庭で 読書を 楽し む機会を 増やす取組を 行いま す。  

３ 【 全館特別行事の実施】 図書館

子ど も 読書の日（ ４ 月 2 3 日）  に合わせて 、 市内の図書館全館で 、 読み聞かせや映画会、 人形劇な ど の

特別行事を 集中的に行い、 子ど も 読書の日の周知及び読書活動の啓発に努めま す。  

４ 【「 デジ タ ルネ イ テ ィ ブ 世代」 への普及 啓発】 図書館

生ま れた と き 、 ま た は物心つく こ ろ から イ ン タ ーネ ッ ト やパソ コ ン な ど のある 生活環境で 育ち 、 多く の

情報を イ ン タ ーネ ッ ト から 得て いる 「 デジ タ ルネ イ テ ィ ブ 世代」 に向けた 読書普及策と し て 、 子ど も 向け

の電子書籍を 充実さ せる ほか、 デジ タ ル絵本の体験やデジ タ ル絵本ツ ールを 使っ た 絵本づく り な ど 、 デジ

タ ルコ ン テ ン ツ  を 活用し た 新し い手法で 読書推進の普及 啓発を 行いま す。  

５ 【 乳幼児 保護者向け読書活動】 図書館（ 再掲）

７ 【 中学 高校生向け 読書活動】 図書館（ 再掲）

６ 【 小学生向け読書活動】 図書館（ 再掲）

８ 【 図書館情報の発信】 図書館

読書への興味や関心を よ り 深める た めに、 子ど も 向けの行事案内「 図書館だ よ り 」 の内容の充実を 図る

と と も に、 広報さ っ ぽろ やポス タ ー、 チ ラ シ だ けで な く 、 さ ま ざ ま な メ ディ ア を 通じ て 図書館や読書活動

に関する 情報を 積極的に発信し ま す。  

【 ①キッ ズページ によ る 情報発信】 図書館の利用方法や本の探し 方、 行事の情報な ど を わかり やすく 発信

する と と も に、 子ど も 向けの読み物や調べ学習に役立つ情報を 提供する な ど 、 読んで 楽し いページ づく

り に努めま す。  

【 ②中学 高校生向けページ の開設】 キッ ズページ と は別に中学 高校生向けのホ ームページ を 新た に開

設し 、 中学 高校生向けの本の紹介や行事、 調べも のに関する 情報な ど を 発信し 、 中学 高校生の学習

や生活に役立つページ づく り に努めま す。  

【 ③教員及び学校司書向け情報発信】 図書館と 学校と の連携を 進め、 学校における 読書活動や図書館を 活

用し た 学習を 広げる た め、 新た に教員や学校司書に向けて 、 施設見学や図書館を 活用し た 学習、 読書活

動な ど の情報を 提供し ま す。  

６ 【 子ど も 向け優良図書の情報提供】 学校（ 再掲）

１  家庭 地域の読書環境の整備

学校図書館の地域開放を 進める ほか、 児童会館や子育て サロ ン な ど で 地域の子ど も や市民の読書環境

づく り に努める と と も に、 地域のボラ ン テ ィ ア を 育成し 、 活躍の機会を 広げま す。  

１ 【 読み聞かせボラ ン テ ィ ア の研修】

札幌市ボラ ン テ ィ ア 活動セ ン タ ー で は、 読み聞かせボラ ン テ ィ ア の育成 支援の一環と し て 「 子ど も

への読み聞かせボラ ン テ ィ ア 研修」 を 行っ て おり 、 今後も ボラ ン テ ィ ア の資質向上や新た な ボラ ン テ ィ ア

の養成に努めま す。  
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２ 【 児童会館の図書の充実】

児童会館で は、 子ど も た ち がいつで も 自発的に学習に取り 組むこ と がで き る よ う に学習図書の充実に努

めま す。 ま た 、 札幌市図書再活用ネ ッ ト ワーク セ ン タ ー の活用な ど によ り 、 そ の他の蔵書の充実も 図り

ま す。 こ のほか、 読書活動を 通し て 子ど も が本を 身近に感じ 、 興味や関心を 持つき っ かけと な る よ う 、 本

の紹介の工夫や子ど も の成長に応じ た 本を 充実さ せる な ど 、 図書コ ーナーの環境づく り に努めま す。  

３ 【 絵本基金「 子ど も 未来文庫」 事業】

企業や団体、 市民の皆さ ま から 絵本の寄贈を 募り 、 絵本基金「 子ど も 未来文庫」 の絵本と し て 、 子育て

支援総合セ ン タ ー、 区保育 子育て 支援セ ン タ ー（ ち あふる ）、 市立保育所、 区子育て 情報室な ど で 、 子

ど も が絵本と ふれあう 機会を 広げて いき ま す。  

４ 【 子育て サロ ン や保育所開放における 読書活動】（ 再掲）

５ 【 学校図書館の地域開放の促進】

学校図書館地域開放校を 増やし 、 学校図書館を 幼児から 高齢者ま で 幅広く 地域住民への開放を 進め、 子

ど も や地域の読書活動を 盛んにし ま す。 ま た 、 開放図書館運営を 担う ボラ ン テ ィ ア を 養成する た め、 学校

図書館電算シ ス テ ムの使い方な ど の研修を 行いま す。  

２  図書館の読書環境の整備

子ど も から 大人ま で あら ゆる 年齢層の人々が集い、 本を 通じ て 自ら 学び、 考え 、 創造し 、 よ り 豊かな

生活の実現を 目指す生涯学習の情報拠点と し て 、 子ど も と 本と の出会いの場を 提供し ま す。 ま た 、 平成

2 8 年 1 1 月に、 白石区複合庁舎内に絵本図書館を 開設し 、 絵本専門図書館な ら で はのサービ ス を 全市的

に展開し ま す。  

２ 【 絵本 児童書の充実】

絵本や児童書を 充実さ せる ほか、 子ど も の読書活動を 進める た めの児童書関連の研究書の収集も 行い ま

す。 ま た 、 テ ーマ 別で 本を 展示し た り 、 表紙が見え る よ う に配架し た り する な ど し 、 子ど も の読書意欲を

高めま す。  

１ 【（ 仮称） 絵本図書館の設置】

絵本を 中心に、 子ど も が乳幼児期から 本に触れ、 本に親し むこ と で 、 読書の習慣を 身に付けら れる よ う 、

白石区複合庁舎内に（ 仮称） 絵本図書館を 設置し ま す。 絵本のほか絵本関連の研究書を 整備し 、 乳幼児期

の子ど も の読書活動支援を 行う ボラ ン テ ィ ア や教育者を 支援する ほか、 保護者に対し 、 絵本を 通じ た 子育

て の支援を 行う な ど 、 絵本専門図書館と し て 、（ 仮称） 絵本図書館な ら で はのサービ ス を 全市的に展開し

て いき ま す。  

４ 【 さ っ ぽろ デジ タ ル絵本事業】

札幌の文化芸術、 歴史、 自然な ど の魅力を モ チ ーフ と し た 絵本作品を 募集し 、 応募作品を 電子図書館の

所蔵コ ン テ ン ツ と し 、 絵本を 通じ て 、 道内外の子ど も が札幌の魅力に触れる 機会を 創出する と と も に、 絵

本作家や画家な ど の活動の支援にも つな げま す。  

５ 【 障がいのある 子ど も た ち へのよ り 充実し た 対応】

視聴覚障がい者情報セ ン タ ー な ど と の連携を よ り 促進する と と も に、 障がいのある 子ど も も 楽し める

点字絵本や大活字本、 布の絵本、 デジ タ ル絵本な ど 、 さ ま ざ ま な 障がいに対応し た 本の収集に努めま す。

障がいのある 子ど も が図書館を 利用し やすいよ う に、 様々な サービ ス のあり 方について 検討を 進めま す。  

６ 【 図書資源ネ ッ ト ワーク の活用】

イ ン タ ーネッ ト 予約シ ス テ ムを 活用し 、 子ど も や教員が図書館の蔵書を 各学校で 貸出 返却する こ と が

で き る 「 ブ ッ ク さ ぁ く る 」 を 活用し て 、 図書館の本を 提供し ま す。 ま た 、 市民から の寄贈本を 学校等で 再

利用する 「 さ っ ぽろ 本の再活用パート ナーシ ッ プ 事業」 の利用促進を 図っ て いき ま す。  

７ 【 職員に対する 研修の実施】

行事の実施や読書に関する 相談、 レ フ ァ レ ン ス サービ ス への対応な ど 、 子ど も や保護者な ど に対する 支

援を 充実さ せる た め、 内部研修を 実施し た り 、 外部の専門研修な ど に派遣し た り する な ど し 、 職員の能力

の向上を 図り ま す。  

３ 【「 デジ タ ルネ イ テ ィ ブ 世代」 への普及 啓発】（ 再掲）

生ま れた と き 、 ま た は物心つく こ ろ から イ ン タ ーネ ッ ト やパソ コ ン な ど のある 生活環境で 育ち 、 多く の

情報を イ ン タ ーネ ッ ト から 得て いる 「 デジ タ ルネ イ テ ィ ブ 世代」 に向けた 読書普及策と し て 、 子ど も 向け

の電子書籍を 充実さ せる ほか、 デジ タ ル絵本の体験やデジ タ ル絵本ツ ールを 使っ た 絵本づく り な ど 、 デジ

タ ルコ ン テ ン ツ を 活用し た 新し い手法で 読書推進の普及 啓発を 行いま す。  
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８ 【 外国語の絵本 児童書の収集及び多文化理解の促進】

母語を 日本語と し な い外国の子ど も だ けで な く 、 日本の子ど も にと っ て も 外国のさ ま ざ ま な 文化や考え

方の理解の促進につな がる 外国語で 書かれた 絵本や児童書の収集を 行いま す。  

９ 【 再利用図書の無償譲渡】

図書館 図書室で 役割を 終え た 本を 学校図書館や児童会館、幼稚園な ど の各種団体で 再利用する た めに 、

無償譲渡を 行い、 図書館と 団体と の連携を 図り 、 再利用図書の有効活用に努めま す。  

３  学校等の読書環境の整備

幼稚園 保育所で は、 子ど も や保護者が多く の絵本と ふれあう 機会を 提供する た めに、 各施設に絵本

を 整備する ほか、 大型絵本な ど の共同利用を 行いま す。 学校で は、 全市立中学校に学校司書を 配置する

な ど 環境の整備を 図り ま す。  

１ 【 幼児用絵本の共同利用】

幼児が本に親し む機会を 充実さ せる た め、 幼稚園で 単独で は整備する こ と が難し い大型絵本な ど を 集中

整備し 、 幼稚園や保育所な ど に貸し 出すこ と で 共同利用を 行いま す。  

２ 【 教員や保育士に対する 研修の実施】

絵本の意義や選び方、 読み聞かせな ど について 教員に対する 研修を 行い、 能力の向上を 図り ま す。  

札幌市保育士研修推進計画に基づき 、 保育士の専門性を 高め、 親子への読み聞かせや保育所の子ど も 達

への読み聞かせな ど 、 実践の経験を 重ねる こ と で 読み聞かせのス キルを 向上さ せる と 共に、 研修や講習会

にも 積極的に参加する よ う 意識の向上を 図り ま す。  

３ 【 図書館に よ る 小学校への支援】（ 再掲）

４ 【 図書館によ る 中学校への支援】（ 再掲）

５ 【 学校図書館の図書整備の推進】

学校図書館図書標準の達成を 目指し て 、 計画的な 図書の整備を 行いま す。 ま た 、 市民から の寄贈図書も

積極的に活用し 、 蔵書内容の充実を 図り ま す。  

６ 【 寄託図書の充実】

小 中学校全体の共用図書で ある 寄託図書について 、 今後も 子ど も が読書や調べも の学習で 十分活用で

き る よ う 、 蔵書内容の充実に取り 組んで いき ま す。  

７ 【 図書資源ネ ッ ト ワ ーク の活用】（ 再掲）

８ 【 学校司書の配置】（ 再掲）

９ 【 図書館活用授業研究の実践】

幼稚園 学校における 読書活動において 、 学校図書館や幼稚園の図書コ ーナーな ど を 利用し た 授業や活動

に関する 実践研究を 行い、 研究成果等を 他の幼稚園や学校に還元し ま す。  

1 0 【 学校図書館ア ド バイ ザーの派遣】

学校図書館ア ド バイ ザーを 派遣し 、 子ど も によ る 学校図書館の利用が一層進むよ う 助言や支援を 行いま

す。  

1 1 【 学校図書館ボラ ン テ ィ ア の派遣】

学校図書館の利用が一層促進さ れる よ う に、 司書の資格や子ど も にかかわる 活動の経験を 有する 学校図

書館ボラ ン テ ィ ア を 派遣し 、 貸出業務や環境整備、 子ど も の主体的、 意欲的な 読書活動や学習活動を 支援

し ま す。  

1 2 【 特別な 教育的支援を 必要と する 子ど も への読書活動の支援】

文字を 読んで 理解につな げる と いう こ と だ けで はな く 、 触れる  聴く  見る な ど 、 子ど も が知覚で き る

様々な 感覚に働き かける こ と がで き る よ う 、 布の絵本や録音図書 、 映像資料等、 多様な 資料の充実を 図

る な ど 、 一人ひと り の状況に応じ た 読書活動を 推進し ま す。  

1 3 【 司書教諭を はじ めと し た 教職員に対する 研修の実施】

読書指導や資料 情報を 活用する 学び方 利用の仕方について の指導を 適切に子ど も に行う こ と がで き

る よ う 研修を 実施し ま す。  
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社会全体で 読書の意義や重要性について 理解し 、 読書に 関する 興味や関心を 高め、 家庭 地域、 図書館、

学校等が互いに情報を 共有し 、 緊密に連携し な がら 施策の効果的な 推進を 図り ま す。  

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルの考え 方に基づき 、関係機関や団体によ る 情報交換を 通じ て 、計画の進捗状況を 確認し 、

施策の成果や課題の検証を 行いま す。

４  関係機関 団体の連携 協力の推進

読書活動を 通し て 子ど も た ち が豊かな 心を 育むと と も に、 意欲的に自ら 学び、 自ら 考え 、 自ら 行動す

る 力を 養い、 健やかに成長で き る よ う 社会全体で 相互に連携を 図り 、 協力し な がら 読書活動の推進に取

り 組みま す。  

1 4 【 児童生徒の読書に関する 実態の把握】

３ 年ご と に実施し て いる 「 札幌市の児童生徒の実態に関する 基礎調査」 の調査項目に、 読書に関する 項

目を 設け、 子ど も の読書に関する 実態の把握に努めま す。  

1 【 図書館と ボラ ン テ ィ ア 団体と の連携】

読み聞かせや子ど も 向けの普及事業な ど の活動を し て いる ボラ ン テ ィ ア 団体と 協力事業を 実施し た り 、

新た に（ 仮称） 絵本図書館において ボラ ン テ ィ ア の養成や能力向上のた めの研修を 実施し た り する こ と を

通じ て 、 相互交流を 促進し 、 よ り 連携を 深めて いき ま す。  

２ 【 図書館と 幼稚園 保育所と の連携】

新た に実施する （ 仮称） 絵本図書館における 幼稚園 保育所の団体利用や連携事業な ど を 通じ て 、 図書

館と 幼稚園 保育所と の連携を 図っ て いき ま す。  

３ 【 図書館と 学校と の連携】

学校の読書活動や学習活動を 充実さ せる た め、 施設見学や調べ学習、 職場体験な ど の図書館を 活用し た

学習を 実施する と と も に、 新た に図書館職員（ 司書） によ る 学校図書館訪問や司書実務に関する 相談、 学

校司書への研修な ど の支援を 通じ て 、 よ り 一層の連携を 図っ て いき ま す。  

４ 【 図書館と 他の図書館と の連携】

北海道立図書館を はじ めと する 他の公立図書館と 子ど も の読書活動の推進に関連する 情報の交換に努

める と と も に、 児童書に関する 情報提供や相談対応な ど 、 児童サービ ス の向上に向け連携を 深めま す。 ま

た 、 新た に（ 仮称） 絵本図書館において 、 児童書専門の図書館な ど と の連携を 図り ま す。  

５ 【 図書館と 大学 研究機関と の連携】

幅広い分野の子ど も の読書活動を 進める た め、 大学や研究機関と 協力し て 事業を 実施する な ど し 、 連携

を 推進し て いき ま す。  

６ 【 図書館及び学校と 文字 活字文化の担い手と の連携】

文字 活字文化の担い手で ある 出版社や書店、 新聞社な ど と 連携し て さ ま ざ ま な 事業を 展開し 、 子ど も

の読書活動の推進に努めて いき ま す。 特に学校において は、 地元新聞社と 連携し 、 授業に新聞を 取り 入れ、

メ ディ ア や情報を 活用する 力の育成を 図り ま す。  

７ 【 学校と 研究機関等と の連携】

民間教育研究団体の人材を 講師と し た 司書教諭を はじ めと する 教職員の研修を 実施し ま す。  

８ 【 学校と 地域書店と の連携】

地域書店と 学校と が連携し 、Ｐ Ｏ Ｐ の作成やおすすめ本のコ ーナー展示な ど の取組を 通し 、生徒の興味、

関心を 高め主体的な 読書活動を 促し ま す。  

９ 【 障がいのある 子ど も た ち への充実し た 対応の研究】

すべて の子ど も た ち が本の楽し さ に触れ、 読書に親し むた めに、 障がいのある 子ど も た ち への対応につ

いて 調査研究を 進めま す。  

第５ 章 計画の効果的な 推進 

１  計画の推進

２  計画の評価及び検証
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